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Abstracts
The Glove box detritiation system (GBDS) was replaced to new one at October 2009･ The
oxidation-adsorption method to remove tritium is used fわr the new system as well as the case fわr the
old system･ Several components in the system were modified in order to improve tritium
confinement and durability･ Perfbmance tests of the new GBDS were carried out, and it was
proved that the new system has the abHity to reduce tritium concentration in theglOve box from 3･7
MBq/cm3 to o･5 Bq/cm3 within 5 hours･






























































































Table 1. Results on perfbmance examination f♭r oxidizing system














Table 2. Results on perfbmance examination fわr MS


























C - C.(1 - Rcalal,.JRMS　　　　　　　　･ ･ ･(1)
ここで､ C｡-3.7×106Bq/cm3とした｡トリチウム除去の最大所用時間を見積もるため､ト
リチウムが全てメタン状であると仮定し､ Rcatal,.､′及びRMSには単体試験内で最も性能が低く











































circulation time / min
Figure 2. Tritium concentration in glove box
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グローブボックス用トリチウム除去設備の更新と性能評価
0.995を代入した｡またRMSは1×103として計算を行ったoその結果を図2中に破線で示す｡
実測値は､ 30 minまでは計算で求めた直線とよく一致する｡その後次第に計算値より大き
な値を示すようになり､時間の経過に伴い測定値と計算値の釆雛が大きくなった｡計算値
では約90minで0.5 Bq/cm3を下回り､約100 minでグローブボックス雰囲気中のトリチウ
ム濃度である0.37 Bq/cm3に到達した｡この結果はグローブボックス雰囲気の直接測定の結
果と矛盾しない｡以上の結果からも､トリチウムを含んだ雰囲気を長時間循環させた結果､
本設備に装備されたトリチウムモニタ内部が汚染され､トリチウムモニタの示す値が実際
に期待されるものより大きくなった､とする考えは支持される｡今後､トリチウムモニタ
の汚染軽減のため､除去設備運転の際には､終了間際の濃度確認時のみ上流側のトリチウ
ムモニタを利用する､あるいは除去設備にトリチウムモニタ内の通気ラインを設けること
で､モニタ内の除染を容易にする､といった対策を検討する必要がある｡
以上の結果より､本除去装置によりグローブボックス雰囲気中のトリチウム濃度を空気
中濃度限度である0.5Bq/cm3まで減少させることができた､と結論した｡
ⅠV.まとめ
グローブボックス用トリチウム除去設備の更新に伴う旧設備からの改善点､及び新規設
備の性能試験について述べた｡今回更新した設備は､設備の性能向上はもちろんのこと､
より長期間の利用に耐え､且つ作業空間-のトリチウム漏洩を最低限に抑えられるよう考
慮し､旧設備より設計変更を行った｡また､設備の性能試験では､グローブボックス内雰
囲気のトリチウム濃度を3.7MBq/cm3から0.5Bq/cm3まで低下させるのに､約5時間が必要
であることがわかった｡
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